
 

図2　商品としての語学教育産業 例　情報産業

グローバル
稀少人材

＜言語依存大＞ 競争力向上 （個人の能力へ）

業務日本語
ニーズ高

↑

国際業務、
交渉折衝、
開発管理等

＜グローバル＞
グローバルシティ

グローバル
マーケット

企業・個人の
教育自己投資⇒

長期集中型
コース

本社/親会社
/大企業

↑
高度専
門人材

BJT

企業の
CSR⇒

中期定期的
コース

関連会社
/中小企業

＜業務内容＞
中間技能

人材
日本語能力

試験

公的
保障
⇒

短期
ボランティア型

コース

下請け/孫請け
企業/零細企業

↓
自動化
職人型

労働集約型現場 JITCO試験

↓
地域日本語
ニーズ高

＜ローカル＞
ローカル

コミュニティ OJT← ＜研修方法＞ →Off JT

＜環境依存大＞
地域の活性化

ＣＳＲ
社会貢献

（協働能力へ）

地域の金の卵 ＜文脈化＞ 根下ろし 移動 ＜脱文脈化＞

例
第一次産業 定住者 不自由移動労働者 自由移動労働者


